
【解　答】

1．‌�腸間膜静脈硬化症（mesen-
teric phlebosclerosis）

2．野草摂取の中止

解説：
　腸間膜静脈硬化症（mesenteric phlebosclero-
sis；MP）は，2003 年に Iwashita らが新しい疾患
概念として提唱した1）．基本的な病態は，腸壁から
腸間膜静脈における石灰化にともなう腸管循環不
全による虚血と考えられており，右側結腸を中心
に炎症反応をともなわない慢性虚血性変化とされ

ている．症状は，虚血にともなう腹痛，下痢，便
秘などが多いが，重症化し腸管狭窄をきたすと悪
心 ･ 嘔吐や腸閉塞を併発する．一方，軽症例では，
無症状のまま内視鏡検査で発見されることもあ
る．MP では，通常の虚血性大腸炎で一般的に認
められる突発的な血便の頻度は高くない．本疾患
は，やや高齢者に多く，日本を中心としたアジア
に罹患者が集中している．その要因は発症と漢方
薬長期内服との関連に基因する．頻用される生薬
である山梔子を含む漢方薬は，多くの症例で内服
されており，強い関連が示唆されている2）3）．した
がって，MP を疑う症例には，薬剤内服歴などの
詳細な病歴聴取が必要である．また，本症例のよ
うに野草摂取の習慣による山梔子摂取では，内服
薬としては特定できないので注意が必要である．
　MP の典型例では，特徴的な画像所見を呈する．
腹部単純 X 線や腹部 CT（Figure 2）では腸管周
囲の石灰化が認められる．注腸 X 線検査では，拇
指圧痕像や硬化像，腸管の変形，ハウストラ消失
などを認める．内視鏡所見（Figure 1）としては
粘膜の色調が最も特徴的であり，暗紫色や青銅色
などと表現される独特の色調を呈する．また，浮
腫やハウストラの消失，血管透見像の不明瞭化や
消失をともない，びらん，潰瘍を認めることもあ
る．慢性的に病態が継続すると腸管が硬化し，狭
小化をきたすようになる．これらの変化は，通常
は右側結腸に高度であるが，長期経過例では本症
例のように左側結腸に病変が及ぶこともある．

Figure　2.　腹部単純CT検査：腸管壁の肥厚と，腸管壁
周囲に沿った高度な石灰化を認める．

1.87
8.37
13.49
18.61
23.73
28.85
33.97
39.09
44.21
49.33
54.45
59.57
64.69
69.81
74.93
80.05
85.17
90.29
95.41
100.53
105.65
110.77
115.89
121.01
126.13
131.25
136.37
141.49
146.61
151.73
156.85
161.97
167.09
172.21
177.33
182.45
187.57
192.69
197.81
202.93
208.05

Figure　3.　上行結腸病変部の生検組織所見　a：ヘマトキシリン・エオジン（HE）染色
では，粘膜固有層に著明な好酸性の沈着物がみられる．b：マッソントリクローム（MT）
染色では，静脈周囲に高度な膠原線維の沈着を認める．
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　MP の確定診断は，生検病理組織学的所見（Fig-
ure 3）により行う．特徴的な所見として，①静脈
壁の著明な線維性肥厚と石灰化，②粘膜下層の高
度の線維化と粘膜固有層の著明な膠原線維の血管
周囲性沈着，③著明な石灰化を示す静脈に隣接す
る動脈にも石灰化をともなう，④粘膜下層の小血
管壁への泡沫状細胞の出現，が挙げられている1）．
鑑別疾患としては，collagenous colitis やアミロイ
ドーシスなどがある4）5）．
　治療は，まず原因となる薬剤の内服中止や食物
摂取の習慣改善が主となる．軽症から中等症例で
は可逆的に症状や画像所見の改善を認めるが6），腸
管狭窄が高度な場合は外科手術を要する．
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